
 

 

 

金山橋を渡り進めば、左方は苦水川にして、右方は

大平野といふ少しく高き原野あり、この麓に四,五

戸の商店軒を並ぶ、これ肘折の支村にして、「和

合」といふ。渓流に架したる小橋を渡り行くこと約

一町、左方に折るれば八,九戸の商店を並べて立て

り、この中には理髪店(大江理髪処)・呉服店(北澤

商店)あり、其の外魚屋(役屋商店)・菓子屋・荒物

屋など、ここを商人街と称す。              

ここを通過し右方に折るれば、鉱山市街に出る。 

右方には各役員の住宅軒を並べて建てり、西方遥かに                    

黒塗の煙突高く中空にそびえ、それより出づる白煙朦                  

朧として天を覆い、亜硫酸特有の臭気鼻を衝く。これ                  

鉱石を溶解製錬する鉱炉の在る処なり。右隣に器械の                  

工場あり、道を挟んで真向に製材工場あり。 
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2枚目に続く→ 

 

 

右手前が商人街、左奥が鉱山市街 

鉱山市街 



1枚目の続き→ 
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飯場 
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